
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

   

   

 
 
   

 
 
   

 
 

(％表示は、対前期増減率) 
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(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第３四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第３四半期 12,706 2.1 △60 ― △9 ― 243 ―
24年３月期第３四半期 12,443 11.2 △193 ― △149 ― △179 ―

(注) 包括利益 25年３月期第３四半期 257百万円( 594.4％) 24年３月期第３四半期 37百万円(△68.3％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第３四半期 6.30 ―
24年３月期第３四半期 △4.64 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第３四半期 19,678 13,020 66.2
24年３月期 20,130 12,880 64.0

(参考) 自己資本 25年３月期第３四半期 13,020百万円 24年３月期 12,880百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
25年３月期 ― 0.00 ―

25年３月期(予想) 3.00 3.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,600 3.7 △60 ― 10 ― 280 125.1 7.23

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

 詳細は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。



  

 

 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

 
 

 
  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積
りの変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期３Ｑ 41,207,730株 24年３月期 41,207,730株

② 期末自己株式数 25年３月期３Ｑ 2,489,246株 24年３月期 2,483,341株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期３Ｑ 38,721,626株 24年３月期３Ｑ 38,727,197株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短
信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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当第３四半期連結累計期間における日本経済は、震災後の復興需要やエコカー補助金等の政策効果も

あり緩やかながら持ち直しの動きが見られていたものの、海外経済の減速等を背景に景気回復の動きに

足踏みが見られております。 

 このような状況下、当社グループは、既存製品の拡販、安全・安定操業に加え、昨年度よりスタート

した中期経営計画のコンセプトである「機能化学品の川崎化成への進化」をめざし、既存製品の新規用

途分野への展開、新規製品の上市等に取り組んでまいりました。 

 当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高の大部分を占める化学品事業において国内需

要の回復が全般的に遅れているものの、一部製品の販売数量増加により、売上高は12,706百万円（前年

同期比262百万円増収・2.1％増）となりました。 

 損益面では、上記売上高の増加に伴い前年同期より改善が見られたものの、需要回復の遅れによる主

要製品の販売不振、設備稼働率の低下（生産調整）による固定費負担の増加等により、営業損益は60百

万円の営業損失（前年同期比133百万円の損失縮小）、経常損益は9百万円の経常損失（前年同期比139

百万円の損失縮小）となりました。 

 しかしながら、四半期純損益につきましては、原発事故の影響による減販に伴い生産調整を行った農

薬原体アセキノシル製造設備の休止固定費55百万円を特別損失として計上した一方で、過年度に発生し

た設備トラブルによる損害に対する保険填補金327百万円を特別利益に計上した結果、243百万円の四半

期純利益（前年同期は179百万円の四半期純損失）となりました。 

  

これを事業別に見ますと次のとおりであります。 

①化学品事業 

・有機酸製品 

 無水フタル酸は国内販売数量の減少に伴い輸出販売に注力した結果、若干の増収となりました。 

 その他の有機酸につきましては、フマル酸は震災直後の特殊要因により増販となった前年同四半期に

比べ販売数量が減少し減収となりました。コハク酸は主に生分解性樹脂向けの販売数量が減少し減収と

なりました。 

・有機酸系誘導品 

 有機酸系誘導品につきましては、可塑剤は前年同期並の売上となりました。マキシモール®は販売数量

の増加により増収となりました。 

・キノン系製品 

 パルプ蒸解助剤ＳＡＱ®は、紙・板紙の需要低迷により販売数量が減少し減収となりました。アントラ

キノンは製品価格の是正により増収となりました。ナフトキノンは販売数量が増加し増収となりまし

た。脱硫触媒ＮＱＳ®は販売数量が増加し増収となりました。農薬原体アセキノシルは原発事故の影響を

大きく受けた前年同期と比べ、大幅な増収となりました。 

  

以上の結果、化学品事業全体としての売上高は12,666百万円（前年同期比265百万円増収・2.1％

増）、営業損益は65百万円の営業損失（前年同期比133百万円の損失縮小）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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② その他の事業 

 その他の事業につきましては、売上高は39百万円（前年同期比2百万円減収・6.7％減）、営業利益は

0百万円（前年同期は0百万円の営業損失）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は19,678百万円となり、前連結会計年度末に比べ452百

万円減少いたしました。 

 流動資産は、主に商品及び製品並びに短期貸付金の減少により、前連結会計年度末に比べ277百万円

減少し、9,636百万円となりました。 

 固定資産は、主に減価償却による有形固定資産の減少により、前連結会計年度末に比べ174百万円減

少し、10,042百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は6,657百万円となり、前連結会計年度末に比べ592百

万円減少いたしました。 

 流動負債は、主に買掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ594百万円減少し、3,343百万円とな

りました。 

 固定負債は、主に、リース債務は減少しましたが、退職給付引当金が増加したことにより、前連結会

計年度末に比べ1百万円増加し、3,313百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産は13,020百万円となり、前連結会計年度末に比べ140百

万円増加いたしました。 

 株主資本は、主に、配当金の支払はありましたが、四半期純利益243百万円の計上により、前連結会

計年度末に比べ127百万円増加し、9,801百万円となりました。 

 その他の包括利益累計額は、保有株式の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の増加により、前

連結会計年度末に比べ13百万円増加し、3,219百万円となりました。 

  

前回（10月17日発表）の業績予想時に特別利益としての計上を見込んでいた「過年度に発生した設備

トラブルの損害に対する保険填補金」については当第３四半期に、「原発事故に起因した営業損害に対

する東京電力からの補償金」については当第４四半期に、それぞれ合意に至りましたが、その合計額が

前回予想を上回ることから当期純利益の予想数値を前回230百万円から280百万円に上方修正いたしてお

ります。 

 なお、売上高、営業利益、経常利益につきましては、前回の業績予想値からの修正はありません。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以

後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。 

この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 470 196

受取手形及び売掛金 4,823 4,971

商品及び製品 1,701 1,332

仕掛品 190 174

原材料及び貯蔵品 469 646

短期貸付金 2,079 1,682

その他 179 632

貸倒引当金 △0 －

流動資産合計 9,913 9,636

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,742 1,659

機械装置及び運搬具（純額） 1,742 1,428

土地 5,862 5,862

その他（純額） 98 321

有形固定資産合計 9,446 9,272

無形固定資産 203 183

投資その他の資産 567 586

固定資産合計 10,216 10,042

資産合計 20,130 19,678

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,503 2,031

短期借入金 100 100

未払法人税等 21 26

賞与引当金 173 71

修繕引当金 58 45

その他 1,081 1,069

流動負債合計 3,938 3,343

固定負債   

リース債務 142 123

再評価に係る繰延税金負債 1,704 1,704

繰延税金負債 107 110

退職給付引当金 1,073 1,095

役員退職慰労引当金 63 56

資産除去債務 220 224

固定負債合計 3,312 3,313

負債合計 7,250 6,657
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,282 6,282

資本剰余金 2,549 2,549

利益剰余金 1,242 1,369

自己株式 △400 △400

株主資本合計 9,673 9,801

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 123 136

土地再評価差額金 3,082 3,082

その他の包括利益累計額合計 3,206 3,219

純資産合計 12,880 13,020

負債純資産合計 20,130 19,678
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第３四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 12,443 12,706

売上原価 11,047 11,182

売上総利益 1,396 1,523

販売費及び一般管理費 1,589 1,583

営業損失（△） △193 △60

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 14 19

固定資産賃貸料 29 29

その他 5 11

営業外収益合計 53 63

営業外費用   

支払利息 1 1

固定資産処分損 5 9

固定資産除却損 0 0

その他 2 1

営業外費用合計 9 12

経常損失（△） △149 △9

特別利益   

受取保険金 － 327

特別利益合計 － 327

特別損失   

部門休止関連損失 － 55

投資有価証券評価損 3 4

特別損失合計 3 59

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△152 257

法人税、住民税及び事業税 2 15

法人税等調整額 24 △2

法人税等合計 26 13

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△179 243

四半期純利益又は四半期純損失（△） △179 243
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△179 243

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △34 13

土地再評価差額金 251 －

その他の包括利益合計 216 13

四半期包括利益 37 257

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 37 257

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成 23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．セグメント損失の調整額５百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．セグメント利益又は損失の調整額３百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであ

ります。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 12,401 42 12,443 ― 12,443

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 87 87 △87 ―

計 12,401 130 12,531 △87 12,443

セグメント損失(△) △199 △0 △199 5 △193

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 12,666 39 12,706 ― 12,706

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 82 82 △82 ―

計 12,666 121 12,788 △82 12,706

セグメント利益又は損失(△) △65 0 △64 3 △60

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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